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１．はじめに

　現在、「なまずの会」には４０名の観測会員がおり、神奈川県を中心に全国２７ヶ所で地下水

位等の観測が続けられています（図１、表１）。観測した結果は、通信はがきなどにより事

務局（温泉地学研究所）に送られてきます。また、日常の観測において会員が異常を感じた

時は、通信はがきにコメントを記入したり、直接電話で連絡をいただくようになっていま

す。会員から送られてきた観測データは直ちにコンピュータ入力し、グラフ化して異常変

化がないか検討します。

「なまずの会」地下水位等観測結果（２００２年）
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図１　地下水位等観測井の分布
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２．観測結果

　本報告には、会員の方々から送られてきた観測データに基づいて作成した年間の水位変

化グラフを載せてあります。グラフには水位の変化に影響を与える気圧と雨量をあわせて

表示しました。なお、図中の会員名の後に記載した番号は、当所においてデータ管理をす

るためのもので、会員番号に便宜上０００１などの４桁の数字を付したものです。

　これまでの観測結果から各観測井における水位変化の特徴は、「降雨に対して敏感な井

戸で、雨が降るとすぐに水位が上昇し、雨がやむと低下するタイプ（タイプＡとする）」、「そ

れほど降雨に敏感ではなく、少量の雨では水位は上昇しないが、多量の雨が降ると上昇す

るタイプ（タイプＢとする）」、「季節的な変化はあるが、降雨による水位変化がほとんど見

られないタイプ（タイプＣとする）」の大きく３種類のタイプに分類できます（代田ほか、

２００２）。なお、各観測井のタイプについては、表１に示してあります。

　２００２（平成１４）年の観測結果をみると、各観測井ともほぼ例年通り、それぞれタイプ別の

特徴が水位変化として現れ、２００１（平成１３）年の結果（代田ほか、２００２）とほぼ同じようなグ

ラフになっています。ただし、水位低下の見られる観測井がいくつかあります。

　まず、太田観測井（Ｎｏ．１７）ですが、最近３年間の水位はほぼ４ｍ前後で安定していまし

たが、２００２（平成１４）年９月頃から水位が低下し始め、１２月には１０ｍまで低下しています。こ

の３ヶ月程度の間に、約６ｍも水位が低下したことになります。この水位低下の状況を太

田さんにおたずねしたところ、水位が低下し始めた９月頃から近隣で建設工事が行われて

いるとのことでした。したがって、この水位低下は工事による揚水の影響を受けたものと

考えられます。現在では基礎工事は終了しており、水位の低下もほぼおさまっていますの

で、今後水位が戻るかどうか様子を見たいと思います。

　次に、冨浦観測井（Ｎｏ．３１０）でも１１月頃から水位が低下しています。冨浦さんからは「水

位が低下して、水位計で測定できなくなった」との電話連絡がありました。その後、１２月中

表１　「なまずの会」観測会員一覧（＊は観測休止中）
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旬から水位が上昇し、また測定できるようになりましたが、まだ元の水位までは戻ってい

ません。この水位低下の原因については、今のところはっきりとはわかっていません。

　また、初瀬川観測井（Ｎｏ．３２８）では、徐々に水位が低下しているように見えます。２０００（平

成１２）年の１年間は水位がほぼ３．７ｍで一定していたのが、１年後の２００１（平成１３）年１２月に

は４．４ｍ、２００２（平成１４）年１２月には５．０ｍになっています。ただし、この観測井では、以前

に水位計の調整をおこなったところ、実際の水位より低く測定されていたことがありまし

た。したがって、水位計の不具合による可能性も考えられます。

３．水位変化と地震との関係

　表２に、２００２（平成１４）年に発生した地震のうち、東京と横浜が共に有感となった地震の

一覧を示しました。これらの地震のうち、マグニチュード（以下、「Ｍ」と表記）５以上、東

京または横浜のどちらかが震度３以上、震源の深さが３００ｋｍより浅い、のいずれかの条件

を満たす地震（表中網掛け部分）を水位変化グラフに矢印で示してあります。これらの地震

に関して、明らかに前兆と判断される水位変化は認められませんでした。５月１９日千葉県

北西部Ｍ４．６、７月１３日茨城県南部Ｍ４．８の地震に関しては、いくつかの観測井で水位が上

昇した後地震が起こっているように見えます。しかし、これらの地震とほぼ同時期に雨が

降っており、それぞれの水位変化の特徴から降雨の影響と考えられます。

　八王子市の村田さん（Ｎｏ．３８４）からは、１１月下旬に異常な水位の上昇について電話連絡が

ありましたが、この時期に大きな地震はありませんでした。ただし、小さな地震として、

１１月２２日１３時２４分に山梨県東部、Ｍ３．４、最大震度１の地震がありました。村田観測井は、

この地震の震源近くに位置しているため、この地震にともなう変化を捉えた可能性もあり

ますが、水位変化が小さいため断定はできません。また、その他の観測井では、この地震

に対する水位異常は認められていません。

　坂城戸倉上山田消防観測井（Ｎｏ．３７８）では、７月２４日福島県沖Ｍ５．７の地震とほぼ同時期

に小さなピークとして水位変化が現れています。前日に２７．５ｍｍの雨が降っているため、こ

の降雨による影響と考えることもできますが、この観測井は降雨に敏感ではないタイプで

あり、このような水位変化のピークはこれまであまり観測されていません。地震の前後に

おける観測状況について説明すると、地震の前日の７月２３日２１時に観測をしたときは水位

が５．０３８ｍであり、その後２４日の０５時０５分に地震が発生し、同日０９時に観測をした時には水

位が４．９９４ｍに上昇、そして同日１５時に観測したときには５．０２７ｍとなり水位は戻っていた

ということになります。したがって、地震が発生した直後に水位が上昇し、すぐに通常の水

位に戻っていることから、この変化はコサイスミックな変化である可能性が考えられます。
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表２　東京、横浜が共に有感の地震と、異常変化の有無（２００２（平成１４）年１月～１２月）

東京の震度は千代田区大手町(気象庁)、横浜の震度は中区山手(横浜地方気象台)の値を用いている。
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